
Ｌアラート（災害情報共有システム）の概要

 L(Local)アラートとは、地方自治体等が避難指示や避難勧告等の災害関連情報を放送局等の多様なメディアに
対して、迅速かつ効率的に伝達することを目的とした共通基盤。
 中国地方では５県すべてで運用開始。（鳥取県：平成２６年４月、島根県：平成２６年１１月、岡山県：平成２７年４

月、広島県：平成２４年６月、山口県：平成２９年４月）
 システムの有効活用を図るため、ケーブルテレビ等のメディアへの加入促進に努めるとともに、平成２６年度から

は「中国地域Ｌアラート連絡会」を毎年開催し、情報発信者と情報伝達者の間の情報共有、意見交換等を実施。 
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・ 46都道府県が災害関連情報を発信
※福岡県は、2019年春に運用開始
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中央省庁等
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ライフライン
・ 携帯４社、ガス９０社が発信を開始
・ 東京電力が昨年１０月から配信を開始
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防災アプリ
の活用

ライフライン等
情報発信開始
・携帯会社、ガス会社、

電力会社、公共交通機関
情報発信検討中
・水道 等


